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個性を生かした共同制作の方法について

一工作的絵画をてがかりにして一

横出正紀*・内田裕子**

A Study of Group Art Expression based on Student lndividuality 

- A Craft-Painting -

Masaki YOKODE and Yuko UCIllDA 

Abstract 
1t is difficult to develop one's OWIl talent in a group working on the訂tproject. Many con-

cepts on the same board cannot be accomplished as a picture. So， in order to make this subject clear， 

we are going to suggest the way of making a picture by a group art project on出ispaper. We call 

the way “A Craft-Pain'也19"
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はじめに

個性の違ドを，技法が総合する

共同制作の集団の中で，異なるコンセプトと表現

方法を有する個々人の表現を1つの作品へまとめ上

げることは困難なものがある.ここには，種々の要

因がある.個々人の興味・関心の違い，表現力の差，

学習集団的要因等々.これまでの共同制作では，個

性の違いを人間関係による協調的態度の面から乗越

えようとしてきたが，作品の中では制作者の個性を

十分保障するものではなかった.その結果，作品は

個性の妥協の結果，凡庸なものになりがちであった.

そこで，共同制作において制作者個々人の才能を生

かしつつ， レベノレの高い作品にまとめていくための

方法を考えてみたい.

結果としての「作品」の完成度を制作集団の実態

を考慮し適切に設定すること.さらに，制作者個々

人が制作の過程で当面する諸課題を批判的に検討し，

成員個々と協力して高次に解決していく態度が求め

られる.そこで，この課題解決的態度の形成を態度

形成そのものの側ではなく，むしろ，制作方法の側

に求めようとした.制作方法の条件が，翻って自発

，的・積極的な機能集団の構成を促し，自律的な向上

運動を起こすことを企図しようとするものである.

成員がこのような「運動Jに身を置くことで，創
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造的な個性の形成を期待しようとするものである.

本論では，共同制作め場において，個性を伸長さ

せっつ完成度の高い作品に結実させていく方法論を，

筆者たちが実践した「壁画Jの共同制作を分析する

ことで考察しようとするものである.

共同制作の教育的意義

今日の子どもをとりまく状況

小学校学習指導要領解説[生活編平成11年5月，

pp. 1-4']総説の中で，今日の子どもをとりまく状

況を「受験競争の過熱化，いじめや不登校の問題，

学校外での社会体験の不足など，豊かな人間性をは

ぐくむべき時期の教育に様々な課題があり…Jと分

析し，以下の事項への配慮を謡っている.

1.児童が身近な人や社会，自然と直接かかわる

活動や体験を一層重視する.

2.直接かかわる活動や体験の中で生まれる知的

な気付きを大切にする指導が行なわれるように

する.

3.各学校において，地域の環境や児童の実態に

応じて創意工夫を生かした教育活動や，重点

的・弾力的な指導が一層活発に展開で、きるよう

にする.

これらの配慮事項は，幼児・児童・生徒の生活に

共通する課題であり，具体的な解決の手立てが求め

られている.

今日の社会がITを基礎にして，あらゆる生活基盤

を急速に構造化している現状に不安が広がっている.
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個性を生かした共同制作の方法について

11機器による教育効果を期待する以上に，子どもの

周囲ではすでにIT化された生活の構造化が進み，そ

れに伴って，否応なく子どものIT化が要求されてき

ていると言ってよい.ここでは，社会構造化した情

報技術という道具性が，それを使う者を道具化する

という転倒した機能を持ち始めていると言える.こ

こには，子ども自身が情報及び情報技術の一部にな

るという危倶がある.このイメージは映画「モダン

タイムスJで主人公が機械部品の一部に取り込まれ

るシーンに象徴的である.

図 C.チャップリン「モダンタイムスJ193E 

映画が制作された1936年は第二次世界大戦前夜で

ある.第一次世界大戦を境にデザインは，アーノレ

ヌーボーの有機的デザインからパウハウス後の機能

主義に取って代っていた.しかし，この頃はまだ，

機械の動きは人聞による制御という点で辛うじて人

聞と接点を保っていた.ところが，今日の機械はIT

に制御されブラックボックス化されているため人間

との接点/インターフェイスは切断され，基本的に

はITのITによる接続連鎖の構造を形作っている.こ

の構造の根底には，人と人の(生)なやりとりを分

断しつつ，関係を果てしなく希薄にしていくという

傾向がある.そこで， (生きられる)生活現場に

立って，当面する問題を身体全部を動員して解決に

当たる機会をいかに保障できるかが関われてくる.

情報通信機器の普及が，却って人や事象との直接

的関係を遠ざける現実はこれからもますます進行す

るものと思われる.このことは，子ども自らをとり

まく環境を正確に分断・解体していくことになろう.

つまり，環境がデジタノレ化されることで，人と自然

や物事との有機的関係が正確且つ確実に切断され，

身体は，無機質な記号群として分解される状況が生

まれつつあると言える.

共同制作の学習

現行の中学校学習指導要領解説[平成10年12月

解説一美術編ー] (以下，美術編)にみてみると，

「美術はとかく個人の表現行為だけになり他者との

かかわりが少なくなりがちであると言われる.また，

現代の生活の中では，協力し合って何かlつのこと

に取り組む体験が少なくなってきていることから，

美術の中で，共同で行なう創造活動を体験させる意

義はますます高まってきている.J (p.112) という

問題意識が指摘されている.この問題認識は，小学

校においても同様である.

共同制作の教育的意義を小学校学習指導要領解説

[図画工作編平成11年5月] (以下，図工編)で

は，

「児童一人一人のよさや可能性は，友人らとのか

かわり合いによって聞かれ，高められるといわれる.

共同して表現することや友人と一緒に鑑賞すること

を通して，様々な発J想やアイデア，表わし方などの

あることに気付き，自分の表現や鑑賞に生かされる

ことが多いと考えられるJ(p.92) とし，このよう

な課題をp 共同制作を通して以下のように養って行

こうとするものである.

「一人一λが持ち味を生かして一つの課題や題材

に取り組み，協力して創造することの喜びを味わわ

せる.この活動は生徒の協力や責任の態度の育成，

一人一人が自分の個性を発揮し互いの個性を理解し

合うためにも大切な活動である.J (美術編p.112)

つまり，共同制作の場での問題解決活動を通して

個性と個性がかかわり合うことで，希薄になる「人

間関係」の改善を図り，且つ，自己の発展を期待す

るというものである.すなわち，このような集団思

考の経験を通して，協調性・協力意識・責任感と

いった社会性や，発想・アイデア・表わし方といっ

た表現上の能力も身に付けるととが期待されている.

共同制作の問題と課題

共同制作の現場で生じる問題点として，個性と個

性が違いに切碓琢磨して伸長すれば望ましいが，実

際には集団の中に埋没してしまう個性も多々あると

いうこと，あるいは，個性と個性がぶつかり合って，

一向に作品にならないということが挙げられる.ま

た，妥協を重ねた結果，平均化された凡庸な作品に

終わる場合も少なくない.このときの制作集団の中

の個性的作品とはどのようなものか.さらに，集団

の中で、光る個性を保障しつつ，集団としての個性を

も出すにはどうしたらよいか.制作者の個性が尊重

され，尚且つ，共同制作の集団で1つのまとまった

作品を制作するときの留意点について，以下のよう

にまとめてみた.

l.目的意識を共有する

共同制作の目的・目標・テーマを理解し，共通

の認識とする.

2.成員の興味・関心を共有する
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制作集団の成員個々の興味・関心を自分のもの

とし，他者の眼で作品を見通す.

3.やりがいと達成感の自覚

作業結果が自分ピもたらす満足感・充足感が予

測されること.

4.制作態度の形成

妥協と協調，協力と責任を自覚し，個性的意見

(異見)/異なる価値観の承認風土を醸成する.

6.異見の集約係

目標(結果/作品)に向けて異見を集約し，方

向付けるリーダーの選出と養成.

6.適切な目標値の設定

集団の個性把握(成員の実態)に基づいた目標

値の設定と共有.

7.表現方法の開発と技能

作品テーマに応じた表現方法の選択・開発と制

作工程に伴う技能の習得.

8.材料・用具の準備

作品テーマに適した材料と用具を選択し準備す

る.

9.帝IJ作支援

制作過程で生じる問題・要望の総合的支援者を

用意し，円滑な運営を図る.

個人制作と共同制作の相違点

[個人制作]

作品コンセプトから制作に至るまでの全過程を個

人で行なう.

[共同制作]

1.個人のアイデアを多人数で分担制作する

作品コンセプトから制作に至るまでの全過程を

個人の責任で行なうが，制作は多人数で行なう.

2.多人数のアイデアを多人数で分担制作する

作品コンセプトから制作に至るまでの全過程を成

員の合意に基づいて行ない，制作も成員で行なう.

共同制作を教育の場で行なうときは，主に r2J

の場合が多いが，このために「共同制作の問題点」

で指摘したような問題が起こり易くなる.しかし，

このような問題場面に子どもが直面することが学習

機会として予め企図されていなければならない.こ

のような方法はむしろ教育的な方法であるが rlJ
の場合は，個人のコンセプトと表現方法に基づいて

技能集団が制作を行なうという専門家の場合によく

用いられる方法である.しかし，教育目的によって

は，個人の得意分野を考慮して作業内容をそれぞれ

分担する場合も可能である.

共同制作の中での個性表現

「工作的絵画」技法

集団に埋没する個性を掬い出し 1つの作品の中

で意味ある形にまとめるための留意点は先に述べた

通りであるが，その具体的方法が，個性の違いを技

法によって乗越えようとするものである.同一平面

を単純に分割・分担してまとまりのある絵を描くこ

とは，成員個々の描画力の差から困難である.そこ

で筆者たちは，描画力の差による画面上の不調和を

解消し，より優れた結果を得るための制作方法とし

て「工作的絵画Jを考えた.共同制作において，個

人の仕事を生かしつつ，作品全体との調和を図るこ

とを目指す技法としての(分解できる絵画)である.

この方法は，分割された各パーツを成員で責任分担

し，描いた後に組立て総合するという手法である.

分解された各パーツは最後に 1つの作品にまとめ

られるため，成員の個性は予想される結果(作品の

仕上がり)から可逆的に吟味されることになる.こ

の点が成員個々の到達目標ともなる.この表現形式

は，ー種のレリーフであるので，絵画空間と彫刻空

間の両方の空間で構成されている.基本的には絵を，

遠景・中景・近景の3つのパートに分割し，立体的

に組立てる.しかし，立体的といっても，その実際

の奥行寸法はレリーフと同様，かなり浅いものであ

る.今回は，遠景・中景・近景の形に切り抜かれた

板絵をそれぞれの奥行の順に重ねていった.このと

き，それぞれの板絵の聞にかいものを入れて隙聞を

っくり，前後の遠近感を強調しようとした.従って，

それぞれの構成部分は同一平面にはなく，若干浮い

た感じになっている.

実際の制作は，画面を各パーツに分解して取扱う

ことができるため，大人数の制作であっても混雑せ

ず，ゆとりをもって描き込むことができる.

構造は下図の通りである，

図2 壁画」縮尺模型

内
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個性を生かした共同制作の方法について

「工作的絵画」による個性の総合

「工作的絵画」の技法的特徴については，これま

で述べた通りであるが，では，どうしてこの制作方

法が各個性を総合し易いのであるうか.

一作品に各個性や力量の差が見えることは，画面

全体の統一感を損なうことになるので十分注意する

必要がある.しかし，この技法は，先に述べた特徴

から力量の差が目立ち難いものがある.つまり，多

少の力量の差があっても画面に収まり易い効果を

もっている.

この技法による遠近感の特徴は，各パーツに隙間

(物理的奥行)があるため，それらのエッジ周辺が

幾分ぼんやりとし，このこtとから一種の空気遠近法

の効果が生じている.このため，背景に形が溶込み

易いという特徴がある.

図3 長谷川等伯「松林図扉風」

換言すれば，各パーツは輪郭が唆味にされること

で， 自己の周囲を自らに引き受ける.ここで，自他

の個性は暖昧にされ不調和を乗越える.このような

効果は隣り合う補色聞に無彩色をはさんだり，グラ

デーションの効果を利用して対立をおさえ自然なつ

ながりをもたらせるようにしたりすることにも似て

いる.これらは，一種の緩衝効果であり，相容れな

いもの同士を調和的に収めるための工夫である.

「工作的絵画jでの各パーツは，いわば実際の空気

の層によって仕切ろうとするものである.全体の調

和を壊さず且つパーツ，つまりモチーフをうまく配

置することが重要である.そこでは，隣り合う各

パーツを調和的に収めるための仕切り方が問題とな

る.

次に工作的絵画Jにおける部分と全体の関係

を「総合する」方法を「幕の内弁当」を手掛かりに

してみてみたい.

個性の違いを，技法が総合する

総合の美と仕切ること

もとは松花堂昭乗が絵具入れ皿より考案したとい

う田の字型の器.この会席料理用弁当箱は，味の混

合や移り香を防ぐ役目を果たしたと言われる.幕の

内弁当の美を構成する個々の食材とその調理方法は

控え目に，それでいて全体を確実に支えている.す

なわち幕の内弁当は総合の美を表わしている.キッ

コーマンの卓上醤油瓶のデザインで知られるインダ

ストリアノレデ、ザイナ一栄久庵憲司は，特に中が十文

字に仕切られた松花堂弁当を取り上げ，それが多元

を一元化するもの，換言すれば総合されたゲシュタ

ノレトであると説明する.

「この弁当には海の幸，山の幸，野の幸がすべて

盛り込まれている.しかもそれが雑然とではなく，

十文字の仕切りによって整然と区分されている.こ

れが日本人の美意識であり，その意識が食べるとい

う欲求の中にも活かされているのである.大げさに

言うと，ー尺四方の中に秩序があり，さらに日本人

の宇宙観までが盛り込まれている.J 1) 

しかし，一般的には，全体として幕の内弁当には

特徴が希薄である.むしろ，総合の結論としての弁

当の美は，仕切られた食材の全体にある.混沌の世

界をいかに分節し，まとまりのある文脈を構成でき

るか.幕の内弁当の仕切りは，、この何もない空虚な

箱をイマジネーションの力で分節していく過程で見

えてくる「宇宙」である.

図4 松花堂弁当

この仕切られた空間構想の結果は，栄久庵の言う

「花鳥風月Jの絵巻としてその総合美をまとめてみ

せる.ここには，想像の総合のゆえに具現化された

様式美がある.この美の構成力そのものが総合力で

あり，この力を身につけることが美的総合力として

学習の目標となる.

ところで，幕の内弁当の中の各食材が美の必須の

構成要素となる根拠は，全体を構成する仕切りの正

に仕切り方そのものにある.仕切るためには限られ

た空間内での各食材の特性を吟味し，各々が生かさ

れるべく構成されなければならない.従って，仕切

りはここで全体を特徴づける決定的要素となってく

る.そこで仕切ることとは何かが間われてくる.

既習の知識，感性，技術のデータは意図に基づい

て仕切られることで初めて意味をなす.その仕切り
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方如何によっては，意味が全く逆転する場合もある.

大切なことは仕切られた形式よりも仕切る」こ

とそれ自体にある.ある意図に対して想像の仕切り

を行なうこと，つまり結果を想像し構想すること，

あるいは見透かすことが求められる.ここで総合す

るとは，総合するという動詞として現れるべき機能

的能力を示すものであり，結果としての形式ではな

い総合の学習」は，既存の学問領域の成果を横

断的に援用しつつ，不断に「創造的総合をするこ

と」それ自体の新システム構築のための学習に他な

らない.

仕切ることが「聞を断つJ(広辞苑)ことである

ことは，隣り合う関係を断ちつつも全体として総合

の美を成立させるために，隣り合う色形に配慮する

という正に断ち難い美的関係性を示している.

「幕の内弁当Jの惣菜個々の個性はむしろ仕切ら

れることで生かされつつ全体としての美を全うして

いると言えよう.つまり，色形は固い込まれるごと

で初めてモチーフとしての意味を持ち得ることがで白

きる.

図5 ジョセフ・コーネノレ「オウムと蝶の生息地J1948頃

個性を生かしつつ，いかに全体としての美しさに

まとめられるかは，全体と個性との緊張的関係の中

での仕切られ方に依っていると言えよう.しかし，

その仕切りは強固なものではなく，境は隣り合うも

のを許容しつつ自らを主張しているのである.

共同制作における個性の保障比個人が集団から

仕切られつつも集団を発展的に仕切り直すという，

指向性の異なる 2つの規定運動にあると言えよう.

盛付けるものと盛付けられるものという弁当箱と惣

菜の関係は器と内容による意味生成の運動そのもの

である.個性が発達するとはこの運動に身を投じる

ことで，自己の分裂・解体・倉IJ造の過程に生きるこ

とに他ならない.

共同制作において，絵画を物理的に「仕切るJこ

とで，成員個々の個性を伸長させつつ集団内の対立

を乗超えるとき美が生まれ，異なる素材が同一空聞

に共存することが可能になると言えよう.

図6 フランク・ステラ「メリ・クリスマス 3x J 1987 

「工作的絵画」制作過程

作品ヨンセプトの償d 目的テーマ内容

2 制作伎漉の検討 {工作的絵画1

3 掃圃・モチーフの検討 基本1~図，パーツ分t.. モチーフ

4 材持 ・用具申検討 絵画材料・用具.工作材料・用具

s 作鶏工組の検討 作集計画.作草分姐

6 下絵づく P 完康子細園， 縮尺ノ原寸下抽・栴檀の制柑

7 下絵検討 下絵模型の現場仮股検討

8 制作場f宮 作業場づくり a 材得・用A

9 制作 分権作自民

10 仮組立検討 作品仮組立.企体卸鐙

11 修正 作品分解修正

12 仕よげ 作品組立仕」ニげ

.3 殴殴 現場段恒作集

14 鑑賞 鑑賞 合同野価

おわりに

一枚の画面に風景を描く場合，その風景を構成す

るモチーフ群は互いに接しながらある秩序を構成し

ている.モチーフが具象でなく，幾何学的な色と形

の構成でも閉じである.このとき，隣り合う色形を

分ける分け方はなかなか難しい.

色形(通常色は形に固まれている)を描くという

ことは，地に対して図を形成することである.そし

て，それらの図が組み合わされると，ある意味を

もった関係が示されることになる.一本の鉛筆で地

を固い込む行為は，幼児の「なぐりがき」以来，次

第に複雑な生活世界を示差するようになる.自らと

A
斗占



個性を生かした共同制作の方法について

自らでないものを否定性に則って切り分ける描画経

験は，一方で自己と他者を際立たせると同時に，せ

めぎあう境界線上に美を誕生させることになる.

デッサンの境界線は製図の外形鰻と異なり暖味且つ

多義的である.しかし，この境界線の暖味領域に想

像が活性化され詩が生まれている.共同制作の過程

は，その成員が1つのまとまった集団の論理に落着

いて行く過程ではなく，フオノレムのせめぎ合いを通

して成員個々を明らかに際立たせ，全体としてより

高次な領域へと高まっていく過程であると言える.

絵画の秩序は，それを描く者にとっても，また，見

る者にとっても常に生成変化しており，そこには一

義的に固定された秩序はない.この生成過程に身を

投げ出すこと ζそが不断に成長を刺激し促すものと

言えよう.共同制作の教育的可能性もこのあたりに

見出すことができょう.

註

1)栄久庵憲司『インダストリアノレデザインが面白

いj河出書房新社， 2000， p.67. 
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